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　謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は、東京2020大会（以下、「大会」という。）の円滑な運営へのご協力をはじめ、トラック運
送業界に対しましても、格別なるお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、東京都、国及び東京2020組織委員会が推進する「2020TDM推進プロジェクト」では、大
会関係者や観客等の移動による交通量の増加等への対応として、交通量の抑制や分散、平準化を行う
「交通需要マネジメント（TDM）」により、円滑な大会輸送の実現と経済活動の維持との両立を図る
ことを求めております。
　また、平成30年12月には九都県市首脳会議から「東京2020大会期間中のTDM推進について」要
望を受け、トラック運送業界としても、都とも連携し、大会期間中の休日並みの良好な交通環境（首
都高では交通量30％程度減）実現のため、関係者一丸となって取組むこととしたところです。
　一方、事業用トラックが輸送する貨物は、荷主（荷送り側及び荷受け側）からの受け取り又は引き
渡し日時等の指示を受けることがほとんどであり、トラック運送事業者の都合による配送はほとんど
ない状況となっています。
　このため、大会の成功に向けTDMの実効性を高めるには、トラック運送業界の取組みだけでは実
現不可能であり、荷主等関係者の相互理解を得ることが必要不可欠なことから、都では、別添のよう
な広報用資料を用いて東京商工会議所等を通じて荷主等に働きかけを行うことにより、荷主と運送事
業者との連携による効率的な配送などに努めるよう求めているところです。
　こうした背景もあり、荷主等のご関係者におかれましても、大会期間中における配送の時間変更や
ルート変更など、物流における大会時の混雑を避ける措置等に関しまして、トラック運送事業者と一
体となった取組みの促進につきまして深いご理解とご協力方、よろしくお願いいたします。
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